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我
平
安
朝
の
文
學
に
、
文
選
と
共
に
白
氏
文
集
が
多
く
の
影
群

感
化
を
典
へ
た
こ
と
に
就
い
て
は
今
更
云
ふ
を
俟
た
ぬ
が
、
疵
に

此
時
代
白
詩
に
對
す
る
愛
好
崇
拝
模
倣
は
今
日
想
像
以
上
で
あ
っ

た
ら
う
。
本
朝
龍
藻
に
高
械
善
の
「
夢
中
同
調
白
太
保
元
相
公
」
と

題
す
る
詩
が
あ
る
・
彼
が
少
年
の
時
、
父
が
術
に
兀
白
の
故
事
を
語

り
聞
か
せ
た
と
云
ふ
か
ら
、
惟
幟
の
あ
ま
り
途
に
「
容
獲
宛
然
夢

に
入
り
来
」
つ
た
も
の
か
ど
う
か
、
兎
に
角
、
術
時
白
樂
火
を
夢

に
見
た
と
云
ふ
と
と
は
非
常
に
得
意
な
事
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

だ
か
ら
中
書
王
や
、
藤
爲
時
に
は
共
に
「
和
間
慨
部
再
夢
店
故
白

太
保
之
作
」
が
あ
る
。
中
書
王
の
詩
の
注
に
は
「
我
州
訶
人
才
子
、

白
樂
天
の
調
諭
誌

白

樂
天

ｌ
日
本
文
學
に
於
け
る
白
詩
の
影
輕
に
つ
い
て
の
一
考
察

の

弧

諭
詩

Ｐ
Ｆ
Ｌ
日
い
い

白
氏
文
集
を
以
て
規
華
と
爲
す
。
故
に
承
和
以
来
詩
を
言
ふ
者
皆

艘
裁
を
失
せ
ず
」
と
云
っ
て
ゐ
る
し
、
爲
時
の
詩
に
は
「
風
姿
未
下

與
二
影
圃
一
縦
と
」
の
句
が
あ
り
、
我
剛
の
白
楽
天
の
風
跡
を
慕
鼻

者
は
多
く
屏
風
に
そ
の
姿
を
課
い
た
と
注
し
て
ゐ
る
ｃ
と
の
爲
時

の
子
た
る
紫
式
部
は
云
ふ
迄
も
無
く
、
共
他
術
孵
の
人
糞
の
文
學

に
い
か
に
白
氏
の
影
群
が
多
か
っ
た
か
▽
之
に
就
い
て
は
雌
近
金

子
彦
二
郎
氏
も
叫
語
と
剛
文
皐
（
昭
和
士
一
扉
四
Ⅱ
）
に
白
氏
文
集
と

Ⅱ
本
文
學
（
維
珪
吐
雌
群
壁
率
他
割
）
と
題
し
て
詳
し
く
例
證
し
て

ゐ
ら
れ
る
。
私
は
雌
早
こ
＆
に
そ
れ
を
繰
返
さ
う
と
す
る
の
で
は

な
い
。
瓜
そ
の
影
群
の
受
け
方
と
い
ふ
様
な
方
面
か
ら
少
し
老
へ

一
○
五
（
二
六
○
五
）
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金
子
氏
は
平
安
朝
に
於
け
る
白
詩
流
行
の
脈
因
を
列
畢
さ
れ
、

そ
の
中
に
、
白
詩
の
背
景
を
篤
す
祗
命
生
析
と
我
平
安
朝
の
そ
れ

が
酷
似
せ
し
と
と
、
又
白
樂
天
の
地
位
身
分
と
我
平
安
朝
文
學
粁

の
そ
れ
が
腓
似
せ
し
こ
と
を
梁
げ
て
鵬
ら
れ
る
。
此
時
代
の
唐
の

文
學
は
多
く
文
人
的
官
恢
の
文
學
で
あ
っ
て
、
誹
に
よ
っ
て
優

れ
た
地
位
を
得
、
又
詩
に
よ
っ
て
罪
を
得
て
流
さ
れ
た
例
も
往
堂

見
受
け
る
と
共
に
、
官
界
の
浮
沈
が
詩
の
大
き
な
背
最
に
な
っ
て

ゐ
る
の
で
此
時
代
の
唐
の
詩
は
、
作
者
の
竹
途
に
於
け
る
境
遇
浮

沈
を
知
ら
ね
ば
到
底
馴
解
川
來
ぬ
も
の
計
り
と
云
っ
て
も
い
Ｌ
位

だ
。
白
樂
天
の
丈
學
も
其
の
例
を
洩
れ
ぬ
。
彼
の
文
學
槻
に
は
碓

か
に
官
途
の
浮
沈
に
よ
る
大
き
な
郷
機
の
存
す
る
事
を
知
る
。

貞
元
三
年
白
樂
天
は
十
六
歳
で
始
め
て
憂
安
に
至
り
、
や
が
て

進
士
に
及
館
し
て
、
貞
元
十
八
年
、
明
經
肌
身
の
元
祇
と
共
に
秘

書
校
書
郎
を
授
け
ら
れ
、
元
和
元
年
、
元
白
共
に
制
畢
に
應
じ
、

白
樂
天
は
蓋
屋
縣
尉
と
な
り
、
二
年
翰
林
學
土
を
授
け
ら
れ
、
三

て
見
度
い
と
忠
ふ
。

丈

畢

研
究
節
二
，
Ｔ
三
脚

一
○
六
（
二
六
○
六
）

年
制
策
老
官
、
左
拾
逝
に
任
ぜ
ら
れ
る
が
、
元
和
五
年
元
海
失

脚
、
六
年
白
樂
天
の
母
卒
し
て
洞
上
に
退
居
す
る
迄
、
就
中
元
和

の
初
か
ら
五
年
迄
が
、
白
樂
天
の
朝
に
在
っ
て
妓
も
活
躍
し
た
時

で
、
そ
の
後
引
練
い
て
起
る
不
幸
と
、
や
が
て
江
州
流
艇
を
境
と

し
て
、
彼
の
文
學
に
對
す
る
態
度
が
全
く
相
迷
を
見
せ
て
居
る
。

概
し
て
支
那
で
は
、
其
身
朝
に
在
っ
て
、
政
治
に
何
ら
か
参
與

し
、
叉
は
参
與
し
や
う
と
し
て
ゐ
る
間
は
、
雁
朝
爲
政
者
の
指
導

原
理
た
る
儒
教
の
主
張
に
基
き
、
救
価
濟
民
の
抱
負
を
仲
べ
や
う

と
す
る
が
、
一
旦
此
の
中
心
か
ら
脆
し
、
又
は
離
れ
さ
せ
ら
れ
る

と
、
妓
早
共
位
に
非
れ
ぱ
共
事
を
云
は
す
で
、
忽
ち
猫
善
主
義
に

向
ひ
、
自
然
を
友
と
し
、
老
佛
に
心
を
傾
け
、
詩
酒
に
放
浪
し
て

氣
樂
な
生
活
・
を
享
樂
し
や
う
と
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
白
樂
天

は
こ
の
逆
を
雌
も
瓢
に
行
っ
た
一
人
で
あ
る
。

我
平
安
朝
前
期
と
支
那
唐
代
の
祗
會
は
、
一
は
奈
良
朝
以
來
唐

土
の
文
化
吸
收
に
汲
盈
た
る
時
、
一
は
西
域
文
化
の
移
入
最
も
朧

な
時
で
あ
る
と
い
へ
ば
、
似
通
っ
た
壯
態
の
や
う
で
あ
る
が
、
共

１
屯



I

間
根
本
的
な
相
違
が
あ
る
こ
と
を
思
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
幽
は

奈
良
軌
か
ら
平
安
初
期
に
か
け
て
、
専
ら
唐
土
の
文
化
を
輸
入

し
、
そ
れ
を
醇
化
し
て
、
日
本
文
化
の
水
準
を
急
速
に
引
上
げ

た
。
そ
れ
は
唐
土
の
文
化
が
術
時
我
剛
の
文
化
よ
り
確
か
に
程
度

が
高
く
、
之
を
我
交
の
肌
先
は
帷
慨
し
棋
倣
し
つ
ｋ
、
而
も
之
を

全
く
我
國
の
も
の
に
化
し
て
、
我
文
化
を
健
全
に
發
逹
さ
せ
て
行

っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
支
那
が
柑
時
西
域
の
文
化
を
移
入
す
る

に
常
つ
て
は
、
事
附
が
大
い
に
異
っ
て
ゐ
た
。
支
那
中
剛
に
近
接

す
る
西
域
諦
族
の
文
化
は
、
中
幽
の
文
化
よ
り
遙
か
に
低
く
、
そ

れ
に
比
し
て
洩
人
の
文
化
は
遥
に
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

西
域
の
間
に
は
挺
安
の
天
子
を
天
可
汗
と
し
て
尊
敬
し
た
。
か
う

い
ふ
事
愉
の
下
に
移
入
さ
れ
る
西
城
の
文
化
な
る
も
の
は
、
そ
れ

は
全
く
優
位
に
あ
る
も
の
ｋ
享
樂
の
爲
め
に
、
彼
の
異
間
趣
味
異

倒
怖
訓
が
再
ば
れ
、
或
は
長
安
阿
市
の
胡
店
胡
如
と
な
り
、
或
は

珍
珠
、
或
は
汗
樂
郷
蹄
、
す
今
へ
て
洩
人
の
享
樂
に
供
せ
ら
る
可
く

入
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
や
が
て
そ
こ
に
は
腰
菰
が
現

白
楽
天
の
調
諭
詩

１
１

れ
、
瞳
落
を
來
し
、
貞
元
麦
和
の
唖
は
愈
糞
之
が
長
安
を
風
朧

し
、
「
今
北
胡
京
師
と
雑
虚
し
、
妻
を
婆
り
子
を
生
む
。
長
安
中

の
少
年
胡
心
あ
り
。
吾
子
首
飾
韓
服
の
制
を
見
よ
。
向
と
同
じ
か

ら
す
。
物
妖
に
非
る
を
得
ん
や
。
」
（
東
城
老
父
博
）
と
云
ふ
有
様

に
立
ち
至
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
加
ふ
る
に
安
氏
の
飢
後
、
剛
力

は
未
だ
回
復
せ
す
、
對
外
對
内
多
事
、
朝
椛
い
よ
，
ｌ
１
微
弱
、
献

称
は
貧
富
の
懸
隔
雀
し
く
（
俄
時
長
安
富
人
の
極
度
の
蓉
侈
を
證

擁
立
て
る
記
録
は
多
い
）
或
も
の
は
ひ
た
す
ら
享
樂
を
追
ひ
、
或

も
の
は
訴
ふ
る
す
尋
へ
な
き
塗
炭
の
生
活
に
喘
ぐ
と
い
ふ
時
で
あ

る
。
貞
元
年
Ⅲ
、
早
く
古
逆
復
活
を
叫
び
出
し
た
の
は
韓
退
之
で

あ
っ
た
。
彼
の
古
文
通
勤
は
只
文
章
の
上
の
み
で
な
く
、
古
道
復

興
、
支
那
仰
統
の
僻
教
粘
抑
を
商
訓
す
る
運
動
に
理
解
す
可
き
で

あ
る
。
同
じ
く
貞
元
よ
り
永
貞
の
頃
、
未
だ
志
を
得
ぬ
白
居
易

が
、
元
糎
と
共
に
、
や
が
て
制
漿
に
唯
す
可
く
、
自
ら
試
み
た
策

林
を
見
る
と
、
そ
の
七
十
五
條
の
巾
、
儒
教
を
本
と
し
、
佛
教
を

排
し
、
（
同
价
徒
日
益
、
佛
寺
日
栄
、
一
夫
不
し
田
、
有
し
受
二
其

一
○
七
（
二
六
○
七
）
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。

U

文
班
研
究
雄
二
十
三
脚

餓
一
、
一
姉
不
レ
縦
、
有
し
受
二
其
寒
｛
）
礎
朴
勤
倫
、
厚
歓
を
誠
め

て
民
を
耐
ま
し
、
淫
脈
な
る
芳
樂
を
抑
へ
て
中
岡
の
．
背
樂
を
復
興

せ
ん
事
瞳
云
ひ
、
叉
識
二
文
章
一
の
條
に
は
今
の
淫
餓
脆
藻
は
反
っ

て
文
を
傷
く
る
も
の
と
し
て
質
を
尚
ぴ
派
を
抑
へ
る
事
を
主
砿
し

て
ゐ
る
。
之
は
確
か
に
か
の
韓
愈
の
思
想
と
机
通
ず
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
昨
憲
宗
即
位
し
、
悲
宗
は
そ
の
初
め
は
、
中
興
の
主
と

も
云
は
れ
る
飛
で
あ
っ
て
、
即
位
と
共
に
王
叔
文
一
蹴
を
放
逐
し

て
、
「
剛
明
果
断
、
能
く
忠
謀
を
用
ひ
、
腿
ば
諫
諜
を
微
し
、
群
議
に

惑
は
す
」
異
元
濟
を
詠
し
て
は
、
唐
の
威
令
幾
ど
復
た
振
ふ
と
云

は
れ
た
。
此
の
政
治
刷
新
の
氣
蓮
に
雁
じ
、
古
逝
復
興
、
中
閏
傳

統
の
儒
教
精
川
に
立
ち
返
ら
う
と
す
る
気
分
が
起
っ
て
来
る
の
は

常
然
で
あ
っ
た
。
此
の
時
、
白
居
易
は
選
ば
れ
て
諫
官
の
職
に
在

り
、
か
ね
て
の
主
張
に
基
い
て
艇
ば
上
書
し
、
又
志
を
詩
に
現
し

た
。
こ
…
に
於
て
所
訓
新
樂
府
の
製
作
と
な
る
。

こ
の
時
代
の
白
樂
天
の
文
學
槻
を
知
る
可
く
、
先
づ
集
巾
、
唐

生
に
寄
す
の
詩
を
學
げ
や
う
。

’

一
○
八
（
二
六
○
八
）

…
：
‐
我
亦
荊
之
徒
、
鯵
糞
何
所
し
爲
、
不
し
能
二
發
レ
朧
尖
一
郷

○
０
０
○
○

作
二
樂
府
詩
『
、
鯆
麹
無
二
空
文
一
、
何
糞
必
識
し
塊
、
功
商
二
朧
人

○
○
○
０
０
Ｏ
○
。
○
Ｏ

筬
一
、
痂
悲
二
騒
人
僻
一
、
非
し
求
二
宮
祁
商
一
、
不
し
務
二
文
字
奇
↑
、

０
０
．
○
○
０
０
Ｏ
Ｏ
Ｏ

帷
歌
二
生
災
捕
｝
、
脈
得
二
天
子
知
一
。
・

之
は
詩
を
弧
諫
の
典
と
す
る
と
い
ふ
、
か
の
詩
三
百
締
を
時
政

の
美
刺
、
上
は
以
て
弧
し
下
は
以
て
風
化
す
る
手
段
と
し
て
扱
は

ふ
と
し
た
以
来
の
僻
教
的
文
學
槻
に
他
な
ら
ぬ
。
叉
新
樂
府
の
序

に
曰
く
、
「
惣
じ
て
之
を
言
へ
ば
、
君
の
鱒
に
し
、
臣
の
篤
に
し
、

、
、
、
、

民
の
鱒
に
し
、
物
の
鱒
に
し
、
事
の
鱒
に
し
て
作
る
。
文
の
鱒
め

も
ｂ
も
、
、
、
、
ｂ
、
、
、

に
し
て
作
る
に
あ
ら
ざ
る
也
」
と
。
か
の
緯
退
之
一
派
の
古
文
家

が
、
文
を
以
て
栽
逆
の
器
と
す
る
主
張
と
、
こ
の
白
樂
天
か
詩
を

以
て
純
文
藝
と
し
て
老
へ
ず
狐
諭
の
鱒
め
換
言
す
れ
ば
逆
の
鰯
め

に
供
し
や
う
と
し
た
考
は
同
じ
で
あ
っ
た
。

「
元
九
に
與
ふ
る
書
」
は
後
に
白
樂
天
が
江
州
に
流
さ
れ
て
直

後
、
親
友
元
板
に
送
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
之
に
よ
っ
て
更
に
彼

の
新
樂
府
時
代
の
文
學
槻
、
文
學
製
作
の
態
度
が
明
に
さ
れ
る
。

［

｜
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卯
ち
晋
宋
以
来
六
朝
の
文
學
を
論
じ
て
は
、
謝
股
梁
は
多
く
山
水

に
溺
れ
、
陶
淵
明
は
偏
に
田
卿
に
放
ま
Ｎ
な
り
、
更
に
梁
陳
の
間

に
至
っ
て
は
、
た
堂
風
雪
を
噸
し
花
艸
を
弄
す
る
の
み
、
瞳
風
雪

花
艸
の
物
、
三
百
備
中
豈
之
を
捨
て
ん
や
、
お
も
ふ
に
用
ふ
る
所

の
何
如
の
み
と
。
又
練
け
て
云
ふ
。
「
唐
興
っ
て
二
百
年
、
共
間

只
陳
子
品
感
遇
詩
、
鮠
防
感
興
の
詩
、
そ
の
他
に
は
杜
巾
の
詩
の

み
。
而
も
杜
詩
中
新
安
吏
、
石
濠
吏
、
漁
關
吏
の
如
き
も
の
を
求

む
れ
ば
三
川
十
首
に
過
ぎ
ず
、
杜
市
す
ら
此
の
如
し
、
況
や
逮
ば

ざ
る
も
の
を
や
。
僕
嘗
て
詩
道
の
崩
壊
を
痛
み
、
値
を
發
し
て
潅

食
を
忘
れ
、
之
を
扶
起
せ
ん
と
欲
す
。
時
に
悲
宗
皇
帝
即
位
、
腿

ぱ
諫
書
を
求
め
ら
る
。
僕
此
日
に
餅
り
、
椛
ん
で
ら
れ
て
翰
林
に

在
り
、
身
は
辻
れ
諫
官
、
啓
奏
の
外
、
人
の
病
を
救
ひ
、
時
の
閾
を

牛
舎
駅

補
ふ
可
く
し
て
指
言
に
難
か
る
も
の
は
帆
ち
之
を
詠
歌
し
、
猫
糞

上
に
鮒
え
、
上
は
以
て
辰
聰
を
炭
め
、
下
は
以
て
吾
平
生
の
志
を

復
せ
ん
こ
と
を
欲
し
」
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
此
唖
製
作
さ
れ

た
の
が
か
の
秦
中
吟
、
そ
し
て
所
訓
新
樂
府
狐
論
の
詩
で
あ
つ

白
楽
天
の
調
諭
詩

I

た
。
拾
通
と
な
っ
て
以
來
、
．
時
に
ふ
れ
感
じ
た
こ
と
の
美
刺
興
比

に
開
す
る
も
の
、
叉
武
徳
よ
り
元
和
に
至
る
、
事
に
因
っ
て
題
を
立

て
一
灸
詩
に
詠
じ
た
。
も
と
よ
り
調
諭
の
詩
な
ら
ぬ
詩
も
作
ら
れ

た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
白
樂
天
が
之
こ
そ
己
が
使
命
と
打
ち
込
ん

だ
の
は
弧
諭
の
詩
に
他
な
ら
ぬ
。
元
九
に
與
ふ
る
書
に
は
自
分
の

詩
を
、
狐
諭
の
詩
の
他
、
退
レ
公
猟
虎
、
或
移
レ
病
Ⅲ
居
、
知
し
足

保
レ
和
、
吟
二
椛
怖
性
一
者
即
ち
間
迩
の
詩
、
及
び
事
物
牽
二
於
外
一
、

怖
理
動
二
於
内
一
、
随
二
感
遇
｛
而
形
二
於
歎
詠
一
者
、
即
ち
感
傷
の

詩
、
そ
の
他
雑
律
の
詩
に
分
っ
て
ゐ
る
。
彼
も
曾
て
貞
元
二
十
年

の
頃
、
恰
度
朝
廷
に
は
王
叔
文
の
一
難
が
漸
く
勢
力
を
現
す
頃
、

未
だ
志
を
得
ぬ
彼
は
刑
上
に
居
を
卜
し
、
時
に
間
迩
の
詩
に
心
を

泄
つ
た
。
又
元
和
元
年
整
厘
の
尉
と
な
っ
た
参
十
二
月
、
王
質
夫

と
共
に
仙
遊
寺
に
遊
び
、
明
皇
炎
妃
の
事
に
感
じ
て
長
恨
歌
を
作

り
、
陳
沁
は
叉
同
じ
く
長
恨
歌
傅
と
作
っ
た
。

「
樂
天
因
っ
て
長
恨
歌
を
作
る
。
意
ふ
に
価
だ
そ
の
事
に
感
ず

る
の
み
な
ら
ず
、
亦
尤
物
を
懲
し
、
飢
階
を
窒
ぎ
將
來
に
垂
れ

一
○
九
（
二
六
○
九
）

i
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し
め
ん
と
欲
す
る
也
」

と
陣
に
は
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
自
ら
此
詩
を
感
傷
の
部
に
入
れ
て

ゐ
る
通
り
、
こ
の
時
未
だ
詩
を
以
て
上
を
弧
し
、
時
を
濟
ふ
助
け

と
せ
ん
と
す
る
意
識
に
立
ち
上
ら
ず
、
間
暇
あ
る
ま
上
に
明
皇
炎

妃
の
運
命
に
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
感
興
を
起
し
て
、
こ
の
哀
詩
を
作

っ
た
の
で
あ
る
。
今
や
衰
微
の
中
に
あ
る
國
勢
に
、
か
の
開
元
の

盛
世
を
想
ひ
、
而
し
て
其
の
崩
壊
を
歎
じ
、
そ
の
因
っ
て
來
る
端

を
思
ひ
つ
Ｌ
も
、
長
恨
歌
は
白
樂
天
の
本
來
の
傾
向
と
い
ふ
よ
り

も
、
む
し
ろ
唐
の
こ
の
唖
、
貞
元
元
和
以
後
の
小
読
等
に
艇
ば
現

れ
る
、
ひ
た
む
き
に
怖
の
世
界
に
微
せ
ん
と
し
て
、
そ
こ
に
悲
し

い
美
を
感
ず
る
、
常
時
の
文
藝
の
求
め
た
も
の
の
一
つ
が
現
れ
て

ゐ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

先
に
云
ふ
白
樂
天
の
、
詩
を
以
て
政
道
を
柿
は
ん
と
す
る
意
識

は
、
元
和
二
年
翰
林
學
士
に
授
せ
ら
れ
た
時
か
ら
明
に
な
る
。
通

鑑
憲
宗
紀
に
は

元
和
二
年
白
居
易
樂
府
及
び
詩
百
餘
鯆
を
作
り
て
時
事
を
規

一
一
○
こ
一
六
一
○
）

弧
し
、
禁
中
に
流
聞
す
。
上
見
て
之
を
悦
び
、
召
し
て
翰
林
に

入
れ
、
學
士
と
爲
す
。

と
云
ふ
け
れ
ど
も
、
唐
術
を
傷
む
詩
に
は

憶
咋
元
和
初
、
恭
備
二
諌
官
位
一
、
是
時
兵
革
後
、
生
民
正
排

悴
、
但
傷
二
民
摘
捕
一
、
不
し
識
二
時
忌
誌
一
、
遂
作
二
秦
中
吟
一
：
・
・
：

と
云
っ
て
ゐ
る
し
、
新
築
府
の
序
に
は
、
元
和
四
年
、
左
給
迩
た

り
し
時
の
作
と
な
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
よ
り
し
て
も
彼
が
所
謂
調
諭

の
詩
を
廃
に
作
っ
た
の
は
、
翰
林
に
入
り
、
左
拾
通
と
な
り
、
諫

官
の
位
に
在
る
己
の
使
命
を
自
発
し
て
、
此
に
於
て
大
い
に
詩
を

以
て
治
道
に
費
せ
ん
と
志
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

秦
中
吟
に
詠
す
る
所
、
或
は
貧
家
の
女
の
嫁
す
る
に
難
き
を

（
議
嬬
）
或
は
人
民
を
苦
し
め
る
重
賦
を
（
重
賦
）
、
或
は
営
時
長

安
富
豪
の
蓉
侈
を
（
傷
宅
、
歌
舞
、
買
花
）
或
は
官
途
の
行
き
詰

り
を
（
不
致
仕
）
題
材
と
し
た
。

先
に
も
云
ふ
如
く
、
詩
を
以
て
調
諫
の
具
と
す
る
風
な
考
は
決

し
て
白
楽
天
獅
特
な
も
の
で
は
無
い
。
こ
の
時
に
於
て
も
、
元
氏

’

日、服‐‐Ｌ■ｒ



長
座
集
に
よ
れ
ば
、
初
め
李
公
垂
（
紳
）
が
樂
府
新
題
二
十
首
を

作
っ
た
が
、
所
訓
不
服
爲
字
の
も
の
で
、
そ
の
中
時
弊
を
云
っ
て

尤
も
念
な
も
の
十
二
に
和
し
て
、
元
種
が
新
題
樂
府
を
作
っ
た
。

白
樂
天
は
同
じ
く
此
の
題
目
に
よ
り
、
更
に
之
を
鞘
し
て
五
十
流

と
し
、
「
筋
糞
定
句
な
く
、
伽
に
定
字
な
く
、
竹
句
に
そ
の
目
を

標
し
、
卒
章
に
そ
の
志
を
顯
し
、
共
の
僻
賀
に
し
て
径
、
其
言

直
に
し
て
切
、
其
事
溌
に
し
て
壷
、
共
僻
順
に
し
て
難
、
見
る
も

の
を
し
て
論
り
易
く
、
聞
く
肴
を
深
く
誠
め
ん
」
と
し
た
の
で
あ

る
。
（
新
樂
府
序
）
そ
の
五
十
行
に
詠
ホ
る
所
、
或
は
王
業
の
銀

難
を
の
尋
へ
（
七
徳
郷
、
百
錬
鏡
、
二
王
後
）
、
雅
樂
の
表
徴
を
歎

じ
（
立
郁
伎
、
華
原
磐
）
、
胡
樂
の
古
川
を
犯
す
を
雌
じ
（
法
仙

歌
）
、
胡
瓜
を
排
し
（
時
世
粧
、
胡
旋
女
）
、
邊
功
を
戒
め
、
徒
に

異
悩
の
雌
樂
を
害
ぶ
を
群
め
（
新
盟
折
臂
翁
、
城
卿
州
、
螺
國

樂
、
西
凉
伎
）
、
春
侈
を
憂
へ
（
牡
丹
芳
、
紅
線
毯
、
練
綾
、
蝿

商
婦
）
、
佛
寺
の
注
ぐ
多
き
を
刺
り
（
雨
朱
開
）
、
服
食
釧
の
無
意

味
を
諒
へ
（
海
没
ｓ
、
人
生
の
齪
雌
（
太
行
路
）
、
民
生
の
辛
苦

白
樂
天
の
捌
諭
詩

（
抽
蝮
、
縛
戎
人
、
秦
吉
了
、
杜
陵
爽
、
喪
炭
翁
）
を
云
っ
て
，
時

弊
を
刺
り
、
枇
を
戒
め
や
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

之
ら
菰
諭
の
詩
を
杜
甫
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
見
る
こ
と
は
川

來
る
。
大
総
李
杜
の
詩
を
老
へ
る
場
合
、
李
白
の
詩
は
天
蚕
の
剛

以
前
の
唐
代
文
藝
の
妓
後
の
、
比
ふ
可
き
も
の
も
な
い
光
彩
で
あ

っ
た
が
、
、
杜
市
の
詩
は
極
だ
の
意
味
で
天
喪
の
飢
後
の
詩
の
ゆ
く

道
を
開
い
た
。
凱
後
李
白
の
流
れ
を
汲
む
詩
人
と
し
て
は
職
呪
の

如
き
が
稲
之
に
近
い
と
思
は
れ
る
が
、
巳
に
世
迩
傾
き
、
政
治
の

悪
弊
い
よ
ノ
ー
現
れ
、
民
生
惨
苦
に
泣
く
時
、
こ
の
調
諭
詩
の
作

者
逹
が
、
先
逹
と
し
て
仰
ぐ
の
は
杜
市
で
あ
っ
た
。
元
鎭
の
如
き

は
、
詩
人
あ
っ
て
以
来
、
未
だ
子
美
の
如
く
な
る
も
の
あ
ら
ず
と

崇
拝
し
た
。
か
く
老
へ
る
と
、
元
白
の
楓
諭
の
詩
は
直
ち
に
杜
甫

の
歩
ん
だ
逆
の
如
く
思
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
は
一
つ
の
大
き

な
机
逹
を
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
。
社
市
は
騎
噸
三
十
戦
悲
痛
な
る

自
ら
の
慨
嶮
を
通
し
て
、
支
那
人
民
の
痛
ま
し
い
運
命
を
訴
へ

た
。
白
樂
天
の
詩
は
そ
の
身
は
朝
に
辿
り
、
己
が
使
命
と
し
て
政

一
一
一
（
一
一
《
〈
一
一
）
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を
柿
ふ
意
に
於
て
、
民
の
惨
苦
、
祇
秤
の
不
平
を
察
し
て
、
之
を

上
に
聞
え
し
め
ん
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

故
に
白
樂
天
は
、
一
旦
江
州
に
放
逐
さ
れ
て
後
、
川
で
ｋ
疲
弊

せ
る
地
方
民
に
接
す
れ
ば
、
い
よ
ノ
ｉ
そ
の
詩
は
深
刻
と
な
る
可

き
で
あ
る
の
に
、
錘
は
一
度
ぴ
共
の
位
を
去
っ
て
は
雌
早
そ
の
事

を
云
は
す
、
秤
ぴ
此
生
の
鞭
難
と
上
に
聞
え
ん
と
す
る
で
も
無

く
、
明
打
保
身
、
そ
の
後
ｎ
ら
噸
ふ
て
杭
州
の
刺
史
と
な
り
、
又

蘇
州
に
刺
史
と
な
り
、
地
方
官
の
生
折
が
都
に
比
し
て
安
易
で
あ

る
ま
ｋ
に
、
そ
れ
こ
そ
詩
歌
琴
酒
、
妓
樂
を
侍
ら
し
月
花
を
災
し

遂
に
此
衆
の
生
活
に
価
れ
て
行
か
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

彼
が
晩
年
次
蛎
に
佛
教
に
蹄
依
し
て
行
っ
た
の
は
人
も
知
る
通

り
で
あ
る
。
初
め
佛
寺
の
多
い
の
を
刺
つ
た
彼
も
、
や
が
て
救
ひ

を
佛
に
求
め
た
の
は
、
全
く
身
遥
の
不
幸
落
莫
に
萠
し
た
も
の
と

恩
は
れ
る
。
元
和
五
年
親
友
元
槇
の
江
陵
に
左
遷
さ
れ
た
こ
と

は
、
白
居
易
に
と
っ
て
大
き
な
打
準
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
雌
愛
の

女
兒
金
塗
が
死
に
、
翌
六
年
Ⅲ
卿
に
は
母
が
死
ん
で
彼
は
洲
上
に

■
Ⅱ
ｂ
’
’
一
日

一
一
一
一
（
一
一
《
〈
一
一
一
）

退
屈
し
た
。

刺
災
二
心
所
－
し
愛
、
英
尖
二
心
所
一
し
親
、
親
愛
零
落
識
、
安
川

身
渦
存
・
幾
許
平
生
職
、
無
し
限
什
肉
恩
、
結
爲
二
腹
Ⅲ
捕
一
、

０
０
０
０
Ｏ

衆
作
室
鼻
砿
辛
一
、
悲
來
川
肢
綏
、
泣
識
盤
眸
昏
、
所
以
年
川
十
、

０
０
○
○
０
０
０
０
Ｏ
○
０
０
０
０
Ｏ

心
如
二
七
十
人
一
、
我
聞
浮
間
教
、
巾
右
二
解
脱
門
・
一
、
世
し
心
爲
二

止
水
一
、
脱
し
身
如
二
が
裳
｛
、
掛
二
撤
斯
微
衣
一
、
度
二
脱
生
死
輪
一
、

胡
爲
繊
二
此
苦
一
、
不
し
去
猫
逵
巡
、
回
し
念
發
二
弘
加
一
、
願
此
見

在
身
、
但
受
二
過
去
報
一
、
不
し
結
二
將
來
脚
『
、
響
以
二
智
慧
水
一
、

永
洗
二
噸
悩
座
一
、
不
下
將
二
恩
愛
子
一
、
吏
種
巾
悲
愛
根
上

之
は
こ
の
時
の
詩
で
あ
る
。
岐
愛
の
肉
親
に
引
つ
ぜ
い
て
死

別
し
、
親
友
は
速
く
江
陵
に
流
さ
れ
、
加
ふ
る
に
、
居
易
は
こ
の

時
亜
い
眼
疾
に
悩
ん
で
ゐ
た
。
四
十
早
く
も
老
を
感
じ
た
の
で
あ

る
。
変
病
川
十
身
、
親
朋
書
信
断
の
句
も
こ
の
時
の
詩
に
見
え

る
。
或
は
老
色
頭
漿
白
、
病
形
肢
慨
虚
、
或
は
川
十
已
如
レ
此
、
七

○
Ｏ
○
０
０
０
０
０
０
○

十
復
何
如
（
沐
浴
）
と
い
ひ
、
時
に
借
問
筌
門
子
、
何
法
易
二
修
行
一
、

０
０
○
。
○
○
０
０
０
０

使
三
我
忘
二
得
心
一
、
不
し
教
二
頗
悩
生
一
と
迷
ふ
彼
が
、
や
が
て
か
の

｢

－



東
洋
的
な
る
諦
槻
に
逹
す
る
峠
で
あ
っ
た
。

こ
の
澗
上
退
居
の
数
年
が
白
樂
天
に
與
へ
た
愛
化
は
大
き
か
っ

た
。
元
和
九
年
入
朝
、
左
養
善
太
夫
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
十
年
芥
に

は
元
砿
が
一
度
詔
を
受
け
て
京
に
入
っ
た
が
、
忽
ち
三
脚
述
州
に

雌
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
年
は
正
月
呉
元
濟
の
反
が
あ
り
、
叉
元
年
以

来
各
地
方
の
司
馬
に
な
っ
て
流
諦
の
生
活
を
送
っ
て
ゐ
た
王
叔
文

の
瀧
派
の
人
令
柳
宗
元
、
劉
禺
錫
そ
の
他
が
、
非
一
度
び
京
に

蹄
さ
れ
、
忽
ち
に
し
て
又
遠
い
地
方
の
刺
史
に
川
さ
れ
た
。
六
月

に
は
宰
州
武
元
街
が
暗
殺
さ
れ
、
装
度
も
傷
を
負
ふ
等
変
事
件
多

く
不
安
の
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
宰
相
脈
殺
犯
人
の
逮
捕
に
つ
い
て

白
樂
天
の
な
し
た
献
言
か
ら
、
遂
に
彼
は
罪
を
得
て
、
と
の
年

（
十
年
）
秋
江
州
司
馬
に
艇
せ
る
ｌ
事
と
な
る
。
或
は
新
井
の
櫛

に
柵
さ
れ
て
、
司
馬
に
雌
せ
ら
れ
た
と
も
仲
へ
ら
れ
る
が
、
い
づ

れ
倣
路
の
風
が
こ
の
時
已
に
白
居
易
に
冷
く
餅
っ
て
來
て
ゐ
た
の

で
あ
る
。

先
に
Ⅶ
い
た
與
二
元
九
一
課
は
十
年
土
一
月
即
ち
江
州
に
至
っ
た

白
樂
天
の
調
諭
詩

’

世
後
書
か
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
。
時
に
未
だ
そ
の
心
持
に
清
算

超
越
し
切
れ
ぬ
も
の
が
あ
り
。
我
來
し
方
を
ふ
り
願
っ
て
、
之
ま

で
持
し
來
つ
た
袴
、
リ
と
今
後
風
花
雲
月
に
か
く
れ
や
う
と
す
る
氣

持
と
が
錯
雑
し
て
ゐ
る
。

こ
の
文
中
に
、
從
來
如
何
に
狐
諭
の
詩
に
力
を
そ
Ｎ
ぎ
來
つ
た

か
、
而
も
之
に
よ
っ
て
得
た
も
の
は
徒
に
柑
路
の
怒
を
買
ひ
、
人

の
諦
矛
一
招
い
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
己
れ
の
詩
に
於
て
、
枇
人
の

、
℃
℃
、
℃
℃
℃

愛
す
る
所
は
悉
く
諜
律
と
長
恨
歌
に
過
ぎ
ず
、
時
の
亜
ん
ず
る
所

、
、
、
、
℃
．
、
℃
、
℃
ｂ

は
僕
の
軽
ん
歩
る
川
な
り
と
云
っ
て
ゐ
る
。
之
は
又
倣
然
の
こ
と

で
も
あ
っ
て
、
常
時
艇
恨
歌
を
柵
し
得
る
故
を
以
て
慨
を
蛾
さ
せ

た
妓
女
も
あ
り
、
江
四
に
抵
る
三
川
千
里
到
る
所
白
詩
を
題
す
る

も
の
あ
り
と
い
ひ
、
そ
の
流
行
は
彼
白
ら
與
元
九
書
に
記
し
て
ゐ

る
通
り
で
あ
っ
た
ら
う
。
け
れ
ど
も
「
此
誠
に
雌
城
の
戯
、
多

と
鱒
す
に
足
ら
ず
、
然
も
今
硲
の
重
ん
す
る
所
は
正
に
此
に
在
る

牙
」
と
概
数
し
た
。
然
し
乍
ら
、

古
人
云
ふ
窮
す
れ
ば
則
ち
猫
り
共
身
を
稚
く
し
、
逹
す
れ
ば

一
一
二
一
（
一
一
一
〈
一
二
一
）
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則
ち
天
下
を
粂
濟
す
と
。
僕
不
肯
な
り
と
雌
も
、
術
に
此
語
を

師
と
す
。

と
い
ふ
彼
は
、
雌
竿
秤
ぴ
か
上
る
弧
諭
の
詩
を
作
ら
う
と
せ
す
、

之
よ
り
全
く
猟
善
の
心
境
に
入
る
。

元
和
十
一
年
秋
、
涯
恨
歌
と
共
に
有
名
な
琵
琶
行
が
作
ら
れ

る
。
い
は
目
十
年
の
川
を
世
い
て
、
碑
ぴ
元
に
肺
つ
た
や
う
な
も

の
で
あ
る
。
た
博
か
の
長
恨
歌
は
剛
家
の
治
乱
を
背
最
に
、
明
皇

武
妃
の
怖
事
を
華
や
か
に
歌
っ
た
が
、
之
は
十
年
を
距
て
型
我
身

の
稗
愛
に
感
じ
て
、
流
落
の
女
を
歌
っ
た
。
巳
に
初
め
江
州
に
到

る
途
中
、
郷
州
に
夜
泊
し
て
、
隣
船
に
歌
驍
を
き
く
、
歌
罷
ん
で

泣
い
て
咽
ぶ
。
盤
を
零
れ
て
そ
の
人
を
見
れ
ば
艸
捧
十
七
八
、
帆

椅
に
侍
っ
て
佇
む
姉
あ
り
、
之
を
問
へ
ど
も
屑
を
低
れ
て
終
に
答

へ
な
か
っ
た
。夜

聞
二
歌
者
一

夜
泊
鵬
鵡
洲
、
秋
江
月
澄
徹
、
隣
船
有
二
歌
者
一
、
發
レ
調
堪
二
愁

絶
一
、
歌
罷
繼
以
レ
泣
、
泣
藍
通
復
咽
、
葬
鯵
難
見
二
其
人
一
、
有

’

二
日
ｑ
０

一
一
四
（
二
六
一
四
）

」
姉
顔
如
ン
雪
、
猫
掎
二
帆
摘
立
、
艸
蝉
十
七
八
、
夜
涙
如
二
反

珠
一
、
挫
登
堕
二
明
月
一
、
借
間
誰
家
姉
、
歌
泣
何
礎
切
、
一
間

一
泊
し
襟
、
低
し
燗
絡
不
レ
説
。

時
し
も
都
を
離
れ
て
脆
地
に
向
ふ
路
す
が
ら
、
此
一
夜
の
印
象

は
永
く
白
居
易
の
心
に
忘
れ
得
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
私
は
か
の
琵

琶
行
の
詩
が
、
序
に
よ
れ
ば
翌
元
和
十
一
年
秋
客
を
溌
汕
口
に
送

っ
た
夜
の
こ
と
の
如
く
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
船
中
琵
避
を
弾
ホ
る

も
の
を
き
い
て
、
蕊
を
葬
れ
て
喚
ぴ
出
し
て
女
の
薄
命
な
る
物
語

を
聞
き
、
我
身
に
蝿
え
て
共
に
落
晩
を
歎
す
る
と
云
ふ
榊
想
は
、

在
は
事
狂
で
な
く
、
か
の
那
州
の
一
夜
の
思
ひ
出
を
も
と
型
し
て

作
ら
れ
た
も
の
に
相
違
な
い
と
恩
ふ
。

唐
の
こ
の
時
代
の
小
説
の
流
行
を
考
へ
、
ま
し
て
白
居
易
の
弟

行
簡
は
李
雄
偉
を
作
っ
た
と
も
云
は
れ
る
（
疑
問
は
あ
れ
ど
）
こ

と
を
忠
へ
ぱ
、
白
居
易
が
瀞
陽
の
諦
居
の
佗
し
さ
を
、
か
の
抑
州

の
夜
の
印
象
を
も
と
ｉ
し
て
か
型
る
一
場
の
物
語
り
に
託
し
て
歌

っ
た
と
老
へ
ら
れ
る
様
な
氣
が
す
る
。

1



常
時
朝
に
あ
っ
て
は
樅
勢
に
蝿
ぴ
ず
、
自
己
の
主
張
を
通
さ
う

と
し
た
人
盈
が
、
そ
の
た
め
一
旦
流
さ
れ
る
と
、
忽
ち
之
ま
で
の

誇
を
す
て
典
、
都
に
懸
凌
た
る
傭
を
訴
へ
る
の
は
一
般
の
傾
向

で
、
江
州
に
流
さ
れ
た
白
居
易
の
心
持
も
亦
例
外
で
は
な
か
っ
た

が
、
之
よ
り
彼
は
所
謂
月
雪
花
を
友
と
し
、
琴
酒
に
耽
り
、
傭
を

詩
に
放
ち
、
そ
し
て
次
第
に
佛
逝
に
心
を
深
め
て
行
っ
た
（
こ
の

後
の
事
は
却
っ
て
よ
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
）
。
朝
廷
の
方

針
も
元
和
初
年
の
氣
運
は
や
が
て
崩
れ
て
、
只
榮
達
を
希
ふ
人
だ

の
熊
手
に
経
始
す
る
に
至
っ
た
。
元
糎
が
再
び
都
に
召
し
還
さ
れ

て
後
、
ひ
た
す
ら
名
利
の
場
に
狂
奔
し
た
の
に
反
し
、
白
居
易
は

却
っ
て
地
方
官
の
無
事
安
易
を
願
っ
て
、
杭
州
に
刺
史
と
な
り
、

更
に
又
蘇
州
の
刺
史
に
出
た
。
後
微
さ
れ
て
刑
部
侍
郎
に
除
せ
ら

れ
る
が
、
朝
廷
の
蕪
争
を
避
け
て
太
師
賓
客
の
閑
職
を
以
て
東
都

に
分
司
し
、
香
山
の
僧
と
交
り
、
自
ら
香
山
居
士
と
稚
し
、
安
心

を
佛
道
に
托
し
て
、
而
も
そ
の
信
仰
は
苦
行
者
の
途
で
な
く
、
老

年
に
至
る
迄
、
或
は
歌
妓
を
侍
ら
し
、
或
は
家
価
に
命
じ
て
克
裳

白
樂
天
の
謁
諭
詩

羽
衣
を
合
奏
さ
せ
、
世
の
流
郷
の
姿
を
あ
る
が
ま
上
に
槻
じ
て
、

心
盟
か
に
天
を
樂
し
み
、
生
を
享
樂
し
た
。
「
今
生
世
俗
文
字
の

業
、
狂
言
綺
語
の
過
を
以
て
、
將
來
祉
埼
讃
佛
乘
の
因
、
稗
法
輪

の
縁
と
な
さ
ん
」
と
は
云
っ
て
も
、
簸
早
狂
言
統
語
救
世
に
益
な

き
を
憾
み
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
白
樂
天
の
文
學
は
、
一
生
の
中
に
か
＆
る
縛
機
を

も
つ
。
「
太
行
の
路
」
に
も
比
す
可
き
世
路
の
銀
難
を
も
經
て
、
か

の
晩
年
の
境
地
に
至
っ
た
彼
で
あ
ら
う
。
彼
が
戎
時
期
に
、
非
常

な
る
抱
負
を
も
っ
て
試
み
た
覗
諭
の
詩
、
新
楽
府
は
、
彼
の
一
生

の
中
の
大
き
な
仕
事
で
あ
り
、
文
學
史
的
に
亦
大
き
な
足
跡
で
あ

っ
た
。
こ
の
中
年
期
の
活
動
を
見
逃
し
て
白
樂
天
を
忠
ふ
こ
と
は

在
は
迩
惟
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
所
訓
世
の
重
ん
す
る
所
僕
の
輕
ん

す
る
所
で
、
巳
に
宣
宗
の
賜
は
り
た
る
帆
詩
に
も
、
童
子
解
し
吟
長

恨
歌
、
胡
兒
能
咄
琵
琶
筋
と
あ
る
が
如
く
、
常
時
に
於
て
、
白
樂

天
が
一
種
の
民
衆
詩
人
と
し
て
世
川
に
も
て
は
や
さ
れ
た
の
は
蜜

に
之
ら
の
詩
の
爲
め
で
あ
っ
た
。

一
一
五
（
二
六
一
五
）
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支
那
の
文
學
を
大
別
し
て
戦
逝
文
學
、
即
ち
逆
の
爲
め
の
文
學

と
、
言
志
文
學
、
即
ち
い
は
口
藝
術
水
位
の
文
學
と
に
分
け
る
見

方
が
あ
る
。
文
選
の
文
學
は
藝
術
を
道
徳
か
ら
超
越
さ
せ
た
も
の

が
主
流
で
あ
り
、
白
氏
の
時
代
は
漸
く
在
功
主
義
、
戦
道
主
義
の

文
學
に
向
っ
た
時
で
あ
る
。
之
は
決
し
て
林
退
之
の
文
章
の
み
で

な
く
、
こ
の
時
代
の
傾
向
で
あ
っ
た
。
我
奈
良
朝
平
安
朝
の
文
學

は
始
め
文
選
の
影
響
を
受
け
た
。
否
文
選
に
よ
っ
て
文
學
と
い
ふ

も
の
を
知
っ
た
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
無
い
だ
ら
う
。
そ
れ
が
白

氏
の
文
學
に
接
し
、
そ
れ
程
の
流
行
を
見
た
が
、
こ
れ
は
如
何
な

る
卿
に
よ
る
の
で
あ
る
か
。
我
國
に
於
て
は
杜
市
の
詩
の
流
行
は

却
っ
て
す
っ
と
後
れ
て
五
山
時
代
に
な
る
。
杜
甫
の
悲
痛
な
柵
嶮

と
、
弧
靭
な
意
志
に
韮
く
悲
壯
な
詩
境
は
、
平
斐
朝
に
於
て
は
理
解

さ
れ
な
か
っ
た
と
同
じ
く
、
白
氏
の
こ
の
狐
諭
の
詩
の
精
祁
も
結

局
受
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
平
安
朝
の
人
全
に

丈

声F
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究
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一
一
〈
（
一
一
一
〈
一
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〈
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愛
さ
れ
た
の
は
、
通
に
白
氏
の
詩
の
随
虎
に
發
姉
さ
れ
る
優
美
な

る
詩
想
で
あ
り
、
巧
み
な
る
表
現
で
あ
っ
た
。
大
陸
の
自
然
風

物
、
支
那
の
生
活
の
我
閏
と
は
全
く
異
っ
た
も
の
も
、
我
剛
の
そ

れ
を
以
て
自
由
に
之
に
常
て
凶
理
解
し
、
詩
趣
を
総
得
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
我
國
の
風
雅
の
發
見
の
助
け
と
な
っ
た
。
初
め
文
選

に
養
は
れ
て
、
支
那
の
美
僻
腿
刎
に
眩
惑
さ
れ
た
も
の
が
，
更
に
平

易
に
し
て
流
腿
な
る
白
樂
天
の
詩
句
に
い
よ
ノ
、
～
随
喜
し
た
。
平

安
朝
の
蛍
族
逹
は
、
支
那
の
詩
に
こ
も
る
深
い
倒
民
の
総
嶮
を
理

解
す
る
よ
り
も
、
只
そ
こ
に
現
れ
る
あ
は
れ
の
句
を
此
上
な
く
愛

し
、
白
氏
の
悠
糞
た
る
雌
常
槻
も
、
感
傷
の
竹
さ
に
喜
ん
だ
。
白

氏
の
こ
の
時
代
の
漫
國
の
詩
も
、
そ
の
中
の
巧
繊
な
る
句
法
、
表

現
を
こ
そ
ま
な
び
取
っ
た
。
か
う
し
て
平
安
朝
の
人
凌
は
白
詩
に

よ
っ
て
己
れ
の
怖
操
を
耐
ま
し
、
風
雅
を
發
見
し
、
そ
の
表
現
を

學
ん
だ
の
で
あ
る
。
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